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１．機能概要 
 メタデータの作成は「メタデータ・データベース構築システム」(以下，「本システム」と呼ぶ)を用
いて行う。各参加組織は，Webブラウザを用いて，本システムにアクセスする。 
 
概念図 
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２．運用について 
 
２．１ 運用時間 
月～水，金 9:00-20:00 
木，土 9:00-18:00 
日および祝日 停止 

 
２．２ ユーザ側で必要なシステム環境 
 インターネットに接続可能で，標準的なWWWブラウザを搭載した PCから利用可能。 

NIIでは，Internet Explorer 5.5以降，Netscape Navigator 6以降で動作確認をしている。 
 
２．３ 接続方法 
（１）WWWブラウザを開く。 
（２）本システムの URLを指定して接続する。 
（３）ログイン画面が表示される。 
 
※ 業務用システムに加え，教育用システムを準備中です。 
教育用システムへの接続は，利用申請なしでも可能となります。 

 業務用システム 教育用システム 
利用申請 必要 不用 
URL 申込した機関に通知 ホームページで告知予定 
ユーザ ID，パスワード，参加組織 ID 
（NACSIS-CAT/ILL参加組織の場合） 

NACSIS-CAT/ILLの 
ユーザ ID，パスワード，参加組織 IDと同一 

ユーザ ID，パスワード，参加組織 ID 
（上記以外の場合） 

参加申込み時に交付 問い合わせ先（p.5-32）へ照会 

 
２．４ 補足 
（１） システムの検索語情報の更新は 5分おきに行われます。登録したメタデータが検索できない場

合は，5分程度待ってもう一度検索してみてください。 
（２） 本システムは文字セットとしてＵＣＳ（国際符号化文字集合）を使用します。中国語簡体字や

ハングル文字，音標符号付きアルファベットなど，多くの文字種が使用できます。ＵＣＳにつ

いて詳しくはＪＩＳ Ｘ０２２１－１（２００１）を参照ください。 
（３） ＮＩＩでは，登録済みのメタデータに対し，対応するリソースが確かに存在しているかについ

て，定期的にチェック作業を行います。チェック作業のスケジュールについては，別途ご案内

します。 
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３． 作業の流れ図 
 
 本システムによる検索・登録作業の基本的な画面遷移は次の通りとなる。 
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４．ログイン／ログアウト 
 
４．１ ログイン 
（１） 本システムへ接続する。 
（２） ログイン画面にユーザ ID，パスワード，参加組織 IDを入力する。 
（３） Loginボタンを押下する。 
 

 
 
画面左部には「クイック・レファレンス」が表示される。 
各記述要素について，入力レベル，使用可能な修飾子・スキーム等を参照できる。 
 
４．２ ログアウト 
（１）検索画面でログアウトボタンを押下する。 
（２）システムが終了する。 
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５．検索 
 
検索画面を以下に示す。 

 
 
５．１ 検索の仕方 
 本システムは「URL Search」「Search for」の 2種類の検索窓を備えている。主な用途は次の通りで
ある。 
（１） メタデータを新規作成する場合 

「URL Search」により，リソースのメタデータがまだ登録されていないことを検索し[New]
ボタンにより，新規作成を行う。 

（２） 既存のメタデータを流用作成，修正する場合 
「Search for」により，既存のメタデータを検索し，修正を行う。 

 
５．２ 検索の機能 
「URL Search」 

入力された URLにより，Identifier.URLに対する中間一致検索が行われる。 
「Search for」 

入力された検索語により，対象エレメントに対する中間一致検索が行われる。対象エレメント

はプルダウンメニューから選択する（初期値は「無指定」）。 
検索フィールド間の検索条件（AND または OR）はプルダウンメニューから選択する（初期

値は「AND」）。なお，ひとつの検索フィールドに，複数の語が入力された場合，入力語間の AND
検索を行う。 
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５．３ 検索結果（簡略一覧） 
 
  「国立情報学研究所」で検索した例を以下に示す。 

   
 
①メタデータ IDをクリックすると，当該メタデータが詳細表示される(次節参照)。 
②URLをクリックすると，当該リソースが別ウィンドウで表示される。 
 

① 

② 
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５．４ 検索結果（詳細） 
 
検索結果簡略一覧から 1件選択した詳細表示した例を下記に示す。 

  
「要素．修飾子．スキーム 記録内容」 
(例：Creator.Transcription.NC  コクリツ ジョウホウガク ケンキュウジョ) 
の形で表示される。 
 
フレーム右ページ下部の各項目の意味については以下の通り。 
・ 作成館： 当該メタデータを作成した参加館の参加組織 ID 
・ 登録日： 当該メタデータをメタデータ・データベースに登録された日付 
・ URL状態：「正常」は，NIIが行う定期的なリソースチェックにおいて，リソースの存在が確認さ
れたことを示す。「要確認」はリソースがリンク切れであったことを示す。 

・ 更新館：当該メタデータを一番最後に修正した参加館の参加組織 ID 
・ 更新日：当該メタデータが一番最後に修正された日付 
・ 公開：「する」は利用者向け検索システムで，当該メタデータを公開する。「しない」は公開しない。 
・ 編集許可：「可」は他館による修正が可能。「不可」は他館による修正が不可。 

例 
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６．新規作成 
手順 
（１） URL Searchを行い，リソースのメタデータが未登録であることを確認する。 
（２） Newボタンを押下する。 
（３） Format（スキーム＝IMT），Identifier（スキーム＝URL）が自動的にセットされる。 

また，リソースが HTMLファイルである場合，その<Title>タグから，Titleがセットされる
（下図）。必ず内容を確認し，必要であれば訂正すること。 
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（４） 各エレメントを記録する。 
（５） 記録内容に誤りがないことを確認し，保存ボタンを押下する。 
 
＊ 「このメタデータを検索システムに公開しない」チェックボックス： 
   登録されたメタデータを，利用者向け検索システムで公開するかどうかを決める。 
＊ 「このメタデータを他館に修正させない」チェックボックス： 

     登録されたメタデータを，他館(自館の所属する機関を除く)に修正できるようにするかど
うかを決める｡ 

 

  
  
  
（６） NIIメタデータ語彙入力確認画面が表示される。内容を確認し，確定ボタンを押下する。NII

メタデータ語彙入力確認画面については「１３．３ NIIメタデータ語彙入力確認」を参照の
こと。 

（７） メタデータが新規に登録される。 
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７．流用作成 
既存メタデータを流用して，新たなメタデータを作成することができる。 
メタデータの，ほとんどの要素の記録内容が同じで，Title や Identifeir など，少数の要素の内容の
修正だけで済む場合，流用作成は有用である。 
手順 
（１） 流用したいメタデータの詳細を表示させる。 
（２） 流用ボタンを押下する。 
（３） 内容を編集する(下図)。 

 
（４） 保存ボタンを押下する。 
（５） 確定ボタンを押下する。 
（６） 新たなメタデータとして登録される 
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８．修正 
「リソースの内容が更新された」「Subjectを追加して，より記録内容を豊富にしたい」「登録されて
いるメタデータに明らかな誤りがある」等の場合，修正を行う。 
 
手順 
（１） 修正したいメタデータを詳細を表示させる。 
（２） 修正ボタンを押下する。 
（３） 内容を編集する(下図)。 
（４） 保存ボタンを押下する。 
（５） 確定ボタンを押下する。 
（６） 修正されたメタデータが登録される。 
 

 
※なお，作成館自身のメタデータ以外で，修正可能なメタデータは，作成館が他館による修正を許可し

ているもののみである。 
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９．削除 
「リソースがWeb上から消失してしまった」「誤って，メタデータを重複作成してしまった」等の場
合，メタデータを削除する必要がある。 
 
手順 
（１） 削除したいメタデータの詳細を表示させる。 
（２） 削除ボタンを押下する。 
（３） 確認のためのダイアログボックスが表示される。 
（４） 「OK」を押下すると，メタデータが削除される。 
 

 
 
※なお，メタデータを削除できるのは，メタデータ作成館，およびメタデータ作成館の所属する機関内

だけである。 
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１０．機関名入力支援機能 
   機関内のリソースのメタデータを登録する際，下記により機関名称を選択入力する。なお，本操作
は，初めてメタデータを作成するときに行う。２回目以降は，以前に入力された機関名称に基づき，自

動的に機関名が設定されるため，再度の入力操作は原則として不要である。 
 
手順 
（１） 参照ボタンを押下する。 

 

 
（２）「都道府県別機関一覧」というウィンドウが新規に作成され，リソースを公開している機関が所

在している都道府県名をクリックすると，その都道府県に所在する機関名の一覧が表示される。 
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（３）一覧表示された機関名の中で，リソースを公開している機関名をクリックで選択し，決定ボタンを

押下する。 

 
 
（４）選択した機関名が入力される。 

 
 
※ このフィールドは編集できない。機関名を変更したい場合は，上記手順をやり直す。 
※ 「都道府県別機関一覧」ウィンドウ中の「該当なし」ボタンは当面使用しない。本構築事業に参加

したばかり等で，「都道府県別機関一覧」に機関名が登録されていない場合は，問い合わせ先（p.5-32）
まで御連絡ください。 
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１１．著者名典拠レコードの取込み 
Creator,Publisher,Contributor は NACSIS-CAT の著者名典拠レコードを取込むことによって記録

することが可能である。この場合，利用者向け検索システムでは，著者名典拠レコード上の参照形から

も検索が可能となる。 
 
手順 
（１） 「データベース登録（修正）」画面上において著者名典拠参照ボタンを押下する。 
（２） 作成者名を AUTHフィールドに入力する(下図)。 

 
 
 （ 
（３） 検索ボタンを押下する。 
（４） 検索結果が一覧表示される(下図)。ノーヒットの場合は，中止ボタンを押下し，編集画面に戻

り，作成者名を入力する。 

 

ヒットした場合，目的の著者名典拠レコードを選択する。 
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（５） 著者名典拠レコードが詳細表示される(下図)。 
（６） 詳細表示した著者名典拠レコードの標目形を取込む要素をチェックボックスで指定する（複数

も可）。 
（７） 確定ボタンを押下する。 

  
 
（８） 編集中のメタデータの指定要素に著者名典拠レコードの標目形がセットされる。同時に修飾子，

スキーム(NC)がセットされる(下図)。 
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１２．URLチェック機能 
自館が作成したメタデータの中で，NIIが行う定期的なリソースチェックにおいて，リソースがリン
ク切れと判定されたもの（URL状態が「要確認」のもの）を確認できる機能である。 
 
手順 
（１） 検索画面で，URLチェックボタンを押下する（下図）。 
 

 
 
（２） URL状態が「要確認」であるメタデータの一覧が表示される。 
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（３）メタデータ IDをクリックすると，URL状態が「要確認」であるメタデータが詳細表示される。 

 

 
（４）URL状態のエラー内容(付録を参照)，及びリソースの状況を確認し，URLを修正する，当該メ
タデータを削除する等の処理を行う。 
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（１２．URLチェック機能 付録） URLチェック機能のメッセージについて 
 
要確認の場合，カッコ内に当該リソースの状態が示される。 
URL状態：要確認（＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊） 

 
代表的なメッセージ内容とその意味を以下に示すので参照のこと。 
 
(1)通信規約（RFC2616等）により定義されたメッセージ 
要確認（404 Not Found） 当該リソースが存在しない。 

（→消失したか，URL変更の可能性がある。） 
要確認（404 Object Not Found） 同上 
要確認（403 Forbidden） 当該リソースへのアクセスが（NIIからは）禁じられた。

（→アクセス制限のあるリソースである可能性がある。）

要確認（301 Moved Permanently） 当該リソースは移動のため，この URLには存在しない。
通信規約（RFC2616等）により規定されたメッセージは他にも多数の種類がある。上の表にないメ
ッセージが現れた場合は，RFC2616（http://www.ietf.org/rfc/rfc2616.txt）等を参照のこと。 
 
(2)本システムが独自に定義したメッセージ 
要確認（903 Server Lookup Error） 当該リソースを提供するWWWサーバを発見できない。

 
要確認（904 Server Connect Error） 当該リソースを提供するWWWサーバに接続できない。

 
要確認（905 Data Read Error） 当該リソースを提供する WWW サーバから正常な応答

がない。 
要確認（999 Response Header Error） 同上 

 
これらのメッセージが現れたときは，DNS 障害を含む一時的な各種ネットワーク障害，または，当
該リソースを提供するWWWサーバの一時的な運転停止による場合も多いが，当該リソースの消失や，
URLの変更の可能性があるので確認のこと。 
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１３． NIIメタデータ語彙および LCSH入力支援システム 
 

Subject および Coverage には，リソースの内容が扱う分野や地理的，時代的特性を，様々な件名標
目等から付与することができる。ここでは NII メタデータ語彙および LCSH（米国議会図書館件名標
目表）を付与する手順を説明する。なお，NIIメタデータ語彙については，第 9部を参照すること。 
 
１３．１ Subject 
 
（１） NIIメタデータ主題語彙の付与（必須） 
メタデータ・データベース登録画面の Subjectのスキーム＝NIIの参照ボタンを押下する。 

  
 
下図が表示される。 
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「+」記号をクリックしていき，リソースの主題として適切な NIIメタデータ主題語彙を表示させ，そ
れをクリックする。 
 

 
 
赤く表示されると語彙が選択された状態となる(下図)。複数の NIIメタデータ語彙を付与する場合は，
上記作業を繰り返し，複数の NIIメタデータ主題語彙を選択し，確定ボタンを押下する。 
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メタデータ・データベース登録画面が表示され，選択した NIIメタデータ主題語彙が自動的に入力さ
れる。（下図） 
 

 
 
付与された NIIメタデータ主題語彙とリソースの内容との関連の度合いにより，「強」か「弱」の選択
を行う（詳細は第９部を参照）。少なくとも 1つ以上の「強い」NIIメタデータ主題語彙を付与する必
要がある。 
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（２）LCSHの付与 
Subjectの「スキーム= LCSH」を選択し，LCSHボタンを押下する。 

  
 
LCSH入力支援画面が表示される（下図）。検索対象を主題に設定してキーワードで LCSHを検索する
キーワード検索と，NII メタデータ語彙からそれと関連付けられている LCSH を検索する二つの方法
がある。 
 
（ａ）キーワード検索 
検索対象を「主題」に設定し，検索条件にキーワードを入力し，検索ボタンを押下する。 
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検索結果は下図のようになる。 

 
 
リソースの主題として適切な LCSHをクリックする。下図のように表示されるので，内容を確認し，
選択ボタンを押下する。 
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メタデータ・データベース登録画面に選択した LCSHが自動的に入力される（下図）。複数付与する場
合は上記の作業を繰り返し行う。 

 
 
（ｂ）NIIメタデータ語彙による検索 
下図の「NIIメタデータ語彙で検索」の右の「TOP」をクリックする。 
 

 
 
「主題」，「時代」，「地理」の 3つが表示される(下図)。ここでは主題を付与するため，「主題」をクリ
ックする（「時代」および「地理」については１３．２ Coverageを参照）。 
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「全般」が表示され，「全般」をクリックすると，「全般」の下位語彙および「全般」に関連付けられた

LCSH が 1,000 件を限度として表示される。以下，同様に NII メタデータ主題語彙をクリックしてい
き，リソースの主題として適切な NIIメタデータ主題語彙を表示させ，クリックする。 
 

 
 
検索結果から適切な LCSHをクリックする。後はキーワード検索の場合と同様である。

 
 
LCSHに関しては，NIIメタデータ主題語彙による検索では充分に絞込めないこともあるため，その場
合にはキーワード検索を利用すること。 
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１３．２ Coverage  
 
１３．２．１ Spatial（地理語彙） 
リソースの内容に地理的特性がある場合，地理語彙を付与する。 
 
（１）NIIメタデータ語彙の付与 
メタデータ・データベース登録画面の Coverageで，修飾子＝Spatial，スキーム＝NII（固定）を選択
し，参照ボタンを押下する。 

 
 
NIIメタデータ地理語彙が表示されるので，リソースの内容が扱う地理的特性として適切な NIIメタデ
ータ地理語彙のボックスに必要なだけチェックを入れ，確定ボタンを押下する。 
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メタデータ・データベース登録画面に選択した NIIメタデータ地理語彙が表示される。ここで，リソ
ースの内容との関連性の度合いに従い，「強」もしくは「弱」を選ぶ。 

 
 
（２）LCSHの付与 
メタデータ・データベース登録画面の Coverageで修飾子＝Spatial，スキーム＝LCSHを選び， LCSH
ボタンを押下する。 
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LCSH 入力支援画面が表示される。Subject と同様にキーワードあるいは NII メタデータ語彙を利用
してリソースに適切な地理語彙を付与する。 

 

 
１３．２．２ Temporal(時代語彙) 
リソースの内容に時代的特性がある場合，時代語彙を付与する。 
 
（１）NIIメタデータ語彙の付与 
メタデータ・データベース登録画面の Coverageで，修飾子＝Temporal，スキーム＝NII（固定）を選
択し，参照ボタンを押下する。 

 
 
下図のように NIIメタデータ時代語彙が表示されるので，リソースの扱う時代的特性として適切な NII
メタデータ時代語彙のボックスにチェックを入れ，確定ボタンを押下する。 
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メタデータ・データベース登録画面に選択した NIIメタデータ時代語彙が表示される。ここで，リソ
ースとの関連性の度合いに従い，「強」もしくは「弱」を選ぶ。 

 

 
（２）LCSHの付与 
   メタデータ・データベース登録画面の Coverageで，修飾子＝Temporal，スキーム＝LCSHを選び， 
LCSHボタンを押下し，後の操作は，地理語彙と同様である。 
 
１３．３ NIIメタデータ語彙入力確認 
メタデータ・データベース登録画面で必要事項を記録した後，メタデータ・データベース登録画面で保

存ボタンを押下すると，下図が表示される。 

 
 
ここで，付与した NII メタデータ語彙（主題，地理，時代）の確認を行う。新たに語彙を追加する場
合は中止ボタンを押下し，メタデータ・データベース登録画面に戻り，再度付与作業を行う。表示され

た語彙を付与しない場合は画面上のチェックを外し，確定ボタンを押下する。なお，Subjectで，LCSH，
NDC，DDC，LCC を付与した場合，それに関連付けられた NII メタデータ語彙も自動的に表示され
るため,リソースの内容から，それらの語彙を付与するか判断すること(注)。 
 
(注)LCSH，NDC，DDC，LCCについては，各件名標目や分類記号に関連する NIIメタデータ語彙が
関連付けられている(一部の LCSHを除く)。 
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(参考)LCSH入力支援システムでの検索方法について 
 
１．検索対象 
(1)主題，時代，地理 
NIIメタデータ語彙のそれぞれ主題，時代，地理語彙に関連付けられている LCSHに対象を限定する。 
(2)左記以外 
NII メタデータ語彙に関連付けられていない LCSH に対象を限定する。通常「左記以外」単独で使用
する必要はない。 
 
２．検索条件 
(1)論理検索 

日本語・英語共に可。「*」で前方一致検索可能。複数語が入力された場合，検索結果画面には AND

検索の検索結果がまず表示され，赤線で区切られて，OR 検索したものが表示される。 

(2)完全一致 
日本語・英語共に可。完全に一致した形でヒットさせたい場合に用いる。「*」で前方一致検索可能。

カンマ等の記号はスペースに置き換えてもよい。 
(3)フレーズ 

"computer science"というフレーズを含む LCSH を検索したい場合等に用いる。日本語ではフレーズ

検索はできない。 

 

  
 
 
問い合せ先： 
〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 
国立情報学研究所 開発・事業部コンテンツ課学術情報形成第二係 
電話番号：03-4212-2350,2353 ファクシミリ：03-4212-2370 
email：metadb@nii.ac.jp 


